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＜連絡事項＞
・22日、23日に他部署から二人ずつケアワーカーのローテーション研修職員がデイケアに来ます。

・明日16日、人事異動により、通所リハビリテーション室に看護師、ケアワーカーが新たに配属となります。

・8月に予定している納涼会の企画書については、担当職員が責任を持って２ヶ月前に提出できるよう準備すること。

＜外来より情報提供＞

・秋山　和子様～本日朝、母が起きず、朝食を食べてこなかったとのこと。ＳＷより自宅に電話した

ところ、母が応対し、「時々起きられないことがある」と話していた。

・溝越　キク様～時々、夕食後薬を飲み忘れるとのことで、全体量は変えず、朝食後・昼食後薬との調整を検討する。

・清川　厚子様～本日、外来受診すると約束していたが、時間になっても来院せず、自宅に電話する。本人「朝、起きられなかったので夫に病院まで送ってもらえなかった。なので、今日は行かない」と話していたが、説得し、タクシーにて来院。入浴していないようで、体臭・頭皮状態が悪化しているため、デイケア通所日を増やすなどの検討が必要。

・淡路智恵子様～主治医に「今までの主治医には話していたけど、自分にはもう一つ病気があって、胸のあたりに人がいるんです。30歳代の男の人で、いろいろ喋ってくるんです」と話す。特に気になるわけではないとのことで、処方は変更なし。

・戸賀沢　潔様～特に変わりはない。

・神山　和典様～「仕事はつらくはない、休まずに行っています」と話していた。
◇今週土曜日より、5週にわたって青風荘利用者の定期採血を施行するとのこと。

＜利用者様情報＞

○鈴木　茂子様～デイケア再利用について。

　　　　　　　　本日、昼過ぎに保護者である姉に電話連絡し、13日の面談の内容や今後のことについて相談する。本人が「母の介護で忙しい」と話していることについては「母のことをとても心配しており、私（姉）が母のところに行く際は一緒に行くが、頻繁ではない。日中はパチンコ店に行っていることが多く、注意するが聞かないため、デイケアに通うようにしてほしい」とのこと。本人がデイケアを午前だけ利用したいと話していることについて、毎日午前だけでは利用できないこと、日中の過ごし方を改善するためにも定時どおりの利用をしてほしいことを伝える。再度、姉から本人に話をしてみるとのこと。

○下村　藤江様～本日、デイケア通所予定日であるが、10時になっても来所せず、自宅・保護者宅に何度も連絡するが繋がらない。11：30　地域生活支援センター「青明舎」に応援要請するが、外出できる職員がいないとのことで、デイケア職員が自宅に訪問。本人「昨夜、酒を飲んで寝ていた。朝から何度もデイケアから電話がかかってきていたことは知っていた」と話す。今後、欠席・遅刻する際は必ず事前連絡をするよう注意する。その後、「午後のプログラムは参加したい」とのことで、14時前に来所。表情明るく職員に挨拶し、反省の様子はない。

　◆事前連絡のない欠席者、遅刻者について、対応方法が明確でないため、対応マニュアルを作成したい。現状では、高血圧などのリスクを抱えた単身生活者については、欠席・遅刻の連絡がない場合に主治医・課長に確認し、デイケア職員で自宅を訪問するなどして対応しているが、本来の業務ではない。また、他利用者から「どうしてあの人だけ特別扱いするのか」などの不満の声も聞かれている。電話連絡、保護者への連絡や相談はできるが、電話で解決できない場合について、地域生活支援センターや病院ソーシャルワーカーに協力してもらうなどの方法をとることはできないか。他部署の協力を得られる場合、何を・どこまでをどの部署が行なうのかを明確にし、対応マニュアルを作成したい。

　　⇒摩尼室長より、看護課課長及び各関係機関に相談することとする




















































